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「・・・せざるを得ない」の意味内容をあらわす構文としては‘cannot but do’型、‘cannot
help doing’型、‘cannot help but do’型がよく知られている。最初の２つは初期近代英語期に
初出する慣用法である。（もっとも‘cannot but do’型は今日では古風と目される。）これに対
して、両者の混交型と考えられる‘cannot help but do’型はアメリカ英語では早くから容認さ
れ、確立された用法であるが、イギリス英語では比較的最近まで非正用法として非難されてきた
ものである。１） 英米で見解の分かれるこの‘cannot help but do’型は、一体いつ頃、そして英
米のどちらで使われるようになったのであろうか。小論は、この語法に関する筆者なりの初出例
探訪記ともいうべきものである。

Ⅱ

問題の‘cannot help but do’型構文は、しばしばアメリカ語法と見なされることからアメリ
カ生まれと思われがちであるが、これまで指摘されている最も早い例は OED（s.v. Help v．１１．b）
に記録されているイギリス英語の例である。即ち、イギリスの小説家 Sir（Thomas Henry）Hall
Caine（１８５３－１９３１）からの次例である。

⑴ １８９４Hall Caine Manxm. I.ix．４３She could not help but plague the lad.

１９世紀も終わりに近い１８９４年の例である。OED 増補版（１９７２－８６）の編集者であった Burchfield
（１９９２, p. １２０）もこれを初出例と見ている。イギリス英語はともかく、アメリカ英語では早く
からそれなりに確立した用法であることを考えると、もっと古い例がアメリカ英語に見つけられ
るのではないかと考えて、１９世紀に刊行されたテキスト類を読むたびに注意してきたが、求めて
いる例に遭遇することはなかった。膨大な文献の中で、たったひとつの表現形式を探そうとする
のであるから、千載一遇の機を窺うようなものである。しかし、である。１９９０年代に入ると、わ
が国でも誰でもパソコンが使えるようになり、インターネットも普及しはじめた。筆者も１８、１９

１）これら３つの型に関する辞書、語法書等の見解については田島（１９９５，pp．２０－２４）参照。
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世紀の電子テキストを提供するサイトにアクセスしては、英米の作品から‘cannot help but do’
型の用例を検索、収集した。そして、その調査結果を田島（１９９６）として発表した。その時点ま
では、先に挙げた OED の初出例より早い例はわずか３例しか見つけることはできなかった。次
の ⑵－⑷ がそれである。

⑵ 1847-48 Elizabeth Gaskel, ‘Sexton’s Hero’ in Howitt’s Journal : I could na’ help but feel
sorry for him, to be scorned, and I thought he’d not rightly taken my meaning, and I’d give
him another chance; so I said again, and dared him, as plain as words could speak, to fight
out the quarrel.

⑶ 1852 Harriet Beecher Stowe, Uncle Tom’s Cabin, Chapter 34: “But why does he put us
where we can’t help but sin? ” said the woman.

⑷ 1869 Anthony Trollope, Phineas Finn, Chapter 66: “I did not mean to talk nonsense, Phin-
eas!” Then there came some one across them, and the conversation was ended; but the
sound of his voice remained on her ears, and she could not help but remember that he
had declared that her friendship was dearer to him than the friendship of anyone else.

上例 ⑵ は OED の初出例（１８９４）より５０年近く早い、１９世紀中頃のものである。その作者 Gaskel
夫人（１８１０－６５）と ⑷ の Trollope（１８１５－８２）はイギリスの作家であり、⑶ の Stowe 夫人
（１８１１－９６）はアメリカの作家である。Gaskell 夫人と Stowe 夫人はほぼ同年の生まれであり、
大西洋の両側でほぼ同じ時期に、それも口語体の文脈でこの構文を使ったことになる。そして、
１９世紀後半、特に１９００年前後以降、アメリカ英語で広く行われるようになったこともわかった。
あくまでも印刷物に限ってのことではあるが、初出例の出現時期に関して約半世紀遡ることはで
きた。しかし、それがイギリス英語であることに変わりはなかった。拙稿発表後１５年、この構文
のことが気にはなっていたが、初出例探訪の旅は中断したままであった。

Ⅲ

今日、コンピューター技術、インターネット等の進歩・発達はめざましいばかりである。従来
の手作業なら一生かかっても得られないようなデータや情報が瞬時にして入手できるようになっ
た。英語・英米文学の分野も例外ではない。古英語から現代英語に至る多種多様な電子テキスト
（コーパス）が開発され、大半は無料で利用できる。文法・語法研究の分野でも、テーマによっ
ては、人力の及ばない、圧倒的な威力を発揮すること間違いないコーパスも公開されている。そ
のようなものの一つに米国 Brigham Young University の Mark Davies 教授が構築した一連の
コーパスがある。比較的最近利用できるようになったものであるが、いずれも有用で信頼できる
コーパスである。（詳細は http://davies-linguistics.byu.edu/personal/を参照されたい。）そのう
ちの一つが、The Corpus of Historical American English （以下、COHA と略記）という歴史的
アメリカ英語コーパスである。１８１０年から２００９年までに刊行されたフィクション（fiction）、大
衆雑誌（popular magazines）、新聞（newspapers）、学術（academic）の４分野の文献が１０年ご
とにバランスよく配された総語数４億語からなる大規模なコーパスである。１９６０年代に編纂され
た史上最初の電子コーパス Brown Corpus がわずか１００万語であったことを考えると隔世の感が
ある。

上述したように、‘cannot help but do’型の初出例に関しては、１８５０年前後までは遡ることが

別府大学紀要 第５３号（２０１２年）

― １４６ ―



１８１０－１９ １８２０－２９ １８３０－３９ １８４０－４９ １８５０－５９
（１，１８１，２０５） （６，９２７，１７３） （１３，７７４，５８８） （１６，０４８，３９３） （１６，４７１，６４９）

１ ２ ３ ４９ １８

できた。今回は、４億語からなるこの大規模コーパス COHA を使って、それをさらに遡ること
ができるかどうかを探ってみたいと思う。小論の主たる関心は初出例あるいは初出年であるの
で、まず、１８５０年代までの用例数を１０年毎にまとめて示す。年代の下の括弧内の数字はそれぞれ
の年代のコーパスのサイズ（総語数）である。

これまで見つかっている最古の例がイギリスの Gaskel 夫人の１８４７－４８年のものであるから、そ
れ以前の用例がアメリカ英語に発見できれば僥倖と思っていたが、予想以上の生起数である。し
かも、Gaskel 夫人の例より早い例が、１８４０年代の２１例を含め、全部で２７も見つかったのである。
（アメリカの Stowe 夫人の例（１８５２）より早い例は５８もある。）その２７例のうち、１８４０年以前の
例を早い順に、以下にすべて挙げる。

⑸ １８１１William Charles White（１７７７－１８１８）The Poor Lodger: Though one can’t help but
think the women were too barefaced to treat such a young lady as you a’ter that sort,
Miss Harriet.

⑹ １８２６John Howard Payne（１７９１－１８５２）Richelieu: but he was so humble, so contrite, so
broken hearted, that I could not help but pity him.

⑺ １８２７Samuel B. H. Judah（ca.１７９９－１８７６）The Buccaneers: A Romance of Our Own Count
［r］y in Its Ancient Day . . . ［by］ Yclept Terentius Phlogobombos［pseud］ . . . In Five
Books, Volume1: I can not help but think it will be pleasant, when the road is particularly
dusty, that we make a short excursion in the fields.

⑻ １８３２ John Howard Payne（１７９１－１８５２）Scene from an Unpublished Play: She can not
help but know it.

⑼ １８３５William Gilmore Simms（１８０６－１８７０）The Partisan: A Tale of the Revolution, Vol-
ume２: and nothing but that high sense of military subordination which distinguished the
favourite line of continentals under De Kalb’s direction, could have prevented the open ut-
terance of those discontents which they yet could not help but feel.

⑽ １８３５ Horace Lane Five Years in State’s Prison: I could not help but cry almost all the
time, and the more I cried, the more they beat me.

１８４０年以前の例としてはこの６例のみである。いずれもフィクションのジャンルに見られる。一
番早い例 ⑸ は１８１１年の５幕物の戯曲（喜劇）に起こる。２例目の ⑹ は１８２６年、３例目の ⑺
は１８２７年、４例目の ⑻ は１８３２年、５，６例目の ⑼ と ⑽ はいずれも１８３５年の作品に見られ
る。（ついでながら、⑹ と ⑻ は同一人物の使用例である。）アメリカ英語の COHA に相当する
ようなイギリス英語の大規模コーパスが現時点では利用できないので、断定的なことは言えない
が、‘cannot help but do’に関する限り、アメリカ英語の１８１１年の例は、筆者が先に指摘したイ
ギリス英語の１８４７－４８年の例より３０数年早いことになる。これが現時点で確認できている初出例
である。なお、上表によると、１８１０年代、２０年代、３０年代の用例数は少ないが、４０年代に入ると
急増する。１０年代、２０年代はコーパス自体もやや小さいが、３０年代は後の他の年代とコーパスの
大きさはほぼ同じであるのに用例数は少ないままである。このことは、必ずしも総語数によるも
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のではなくて、３０年代まではこの構文自体が未発達だったということであろう。

Ⅳ

「・・・せざるを得ない」の意を表す‘cannot but do’型、‘cannot help doing’型という古
くからの慣用法の混交型であり、今なお非正用法と見られることもある‘cannot help but do’
型構文は、イギリス英語はさておき、アメリカ英語では今や最も一般的な語法である。２） 小論
は、アメリカ英語の歴史的変遷をこれまでは考えられなかった方法で観察することを可能にし
た、４億語からなる大規模コーパス The Corpus of Historical American English，１８１０－２００９を
利用して、その初出例を調査してみた。これまで指摘されている最古の例は OED に記録されて
いる１８９２年のイギリス英語の例、それを修正した田島（１９９６）の１８４７－４８年のイギリス英語の例
であった。今回の調査でそれを更に３０数年遡り、１８１１年に、それもアメリカ英語に起こることを
確認することができた。ただ、１８１０年に初出するとはいえ、用例数自体は１０年代に１例、２０年代
で２例、３０年代でも３例と、１８３０年代までは極めて限られており、しばしば見られようになるの
は４０年代以降である。‘cannot help but do’型構文は、従来考えられていたよりは遙かに早く、
１９世紀初頭のアメリカ英語に出現し、１９世紀中葉のアメリカ英語ではかなり使われるようになっ
ていたのではないか、というのが一応の結論である。

いずれ、初出年については修正されることもあろうが、以上が今回の‘cannot help but do’
型構文の初出例探訪の顛末である。

データベース：
Davies, Mark．２０１０－．The Corpus of Historical American English，１８１０－２００９．Available on-
line at http://corpus.byu.edu/coha/.
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